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3. 業務内容 
3-1. 計画準備 

業務全般を把握し調査内容の要点を整理・確認のうえ、業務計画書を作成し、監督員に提

出した。 

 

3-2. 事前調査 

前回調査(平成 24 年度)以降に発表された、本業務に関連する調査文献等を収集、整理した。 

 
3-3. 現地調査 

(1) 現地調査計画策定 
現地踏査を実施し、具体的な現地調査計画を策定した。 

 

(2) 現地調査 
1 号魚道において、平成 25 年 4 月 21 日から 5 月 31 日までの 41 日間連続でアユ遡上調査

を実施した。調査期間中 5 日間については、日出日没時間帯のアユ等の遡上実態及び底生魚

の遡上状況を把握するために、日出から日没までの調査（午前 6時～午後 8時）を実施した。

採捕された稚アユは尾数の確認、全長、体重を測定した。稚アユ以外の魚種は、当日採捕さ

れた各魚種において 1尾程度、稚アユと同様の測定を行った。 

また、調査開始時に越流部の水深・流速、調査時間毎の気温、水温（魚道上流部）の測定、

写真撮影・ビデオ撮影をするとともに、濁度、堰下流放流量、堰上流・下流水位について資

料の提供を受け整理した。 

 

3-4. 調査結果のとりまとめ 

現地調査結果をもとに、遡上数と天候、水温、水質、時間、堰下流放流量等の諸データと

の関係・要因を解析し、グラフ等として取りまとめた。 

また、日出日没調査の結果をもとに、1号魚道の遡上割合を算出した。 

 

3-5. 報告書の作成 

以上の成果を報告書として取りまとめた。 
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4-3. 調査内容 

(1) 調査準備 
調査に先立ち、うけ取付用枠の設置、うけの仮設置を行い、漁具の点検、設置状況の確認

を行った。また、作業場の危険箇所の特定、作業安全上の留意点を確認した。 

 

 1 号魚道の角落とし部にうけ取付用枠を設置し、魚道左右側に、幅員 70 ㎝、縦

50 ㎝、奥行き 200 ㎝のうけと、幅員 70 ㎝、縦 50 ㎝、奥行き 180 ㎝のうけをそ

れぞれ 1基ずつ設置した。 

 魚道内の越流水深は、魚道上流部にある転倒ゲートや角落としを調整し、遡上

が想定される魚類の最大体高にあわせ、水深 10cm 以上に設定してある。 

 

 
うけ取付用枠 

 
うけ 4個（左右岸前後） 

 
角落とし部にうけ取付用枠を設置 

 
うけ設置作業 

 
水深の確認 

 
うけの仮設置状況 

図 4-3-1 調査準備状況 
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(2) 昼間調査 
うけを魚道に設置し毎朝午前 8 時から午後 6 時までの間、2 時間間隔でうけ内で採捕した

稚アユの尾数を確認し、記録した。 

調査終了後は、うけを回収し夜間は稚アユ等が自由に魚道を遡上できるように処置した。 
そのほか以下の点に留意して作業を実施した。 

 

 午後 6時の調査終了後、うけを回収し付着したゴミや汚れを除去した。 

 うけは受注者の責任において保管し、翌日の調査前に再設置した。 

 調査期間中 1 号魚道上流部のスクリーン及びうけ取付用枠の除塵を適宜実施し

た。 

 

 
調査開始時のうけ設置状況 

 
うけの汚れの除去 

 
魚類測定状況 

 
調査終了後の一時保管状況（観察室入り口） 

図 4-3-2 調査実施状況 
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(3) 日出日没調査 
日出から日没までの稚アユ等の遡上実態を把握するために、昼間調査の開始前後の時間帯

の調査を期間中 5日間実施した。 

調査は、日出時として午前 6時から午前 8時、日没時として午後 6時から午後 8時の遡上

数を計測した。 

調査終了後は、うけを昼間調査と同様に回収し、夜間は稚アユ等が自由に魚道を遡上でき

るように処置した。 

そのほかの注意点は昼間調査と同様である。 

 
(4) 底生魚調査 

潜坑を遡上する底生魚類を確認するための調査を期間中 5日間実施した。調査は、日出日

没調査と同日に実施した。 

上流側から 3番目のプールの潜孔 2箇所に、支柱付きうけを設置し、稚アユ同様に 6時か

ら 20 時の間の 2時間間隔で取り上げて底生魚の遡上数を計測した。 

うけは開口部が 25cm×25cm×30cm 程度で、長い支柱を付けそのまま潜坑の出口に設置し

た。 

 

 
支柱付きうけ 

 
支柱付きうけ設置状況 

図 4-3-3 底生魚調査実施状況 

 

(5) 環境調査 
午前 8時に越流部等の水深・流速を測定した。 

午前 8 時から午後 6 時（日出日没調査時は午前 6 時から午後 8 時）まで、2 時間おきに気

温、水温、天気を記録した。 

また、濁度、堰下流放流量、堰上流、下流水位等については、機構の計測値の提供を受け

た。 

 

＜越流部流速・水深計測箇所＞ 

• うけ設置角落とし部 うけ直下流 

• 1～2 プール境 プール切欠 

• 12～13 プール境 プール切欠 
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(6) 写真撮影 
① 調査状況を適宜撮影した。また大量に稚アユが遡上している場合は、うけ内で採捕

されている状況や、魚道観察室内の観察窓から確認できる遡上状況を撮影し記録し

た。魚類の撮影は魚種毎に撮影した。 

② アユ以外のその他魚類の撮影は魚種毎に撮影した。 

③ 遡上状況を適宜ビデオカメラを用いて動画で撮影し記録した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3-4 ビデオの撮影 

 

(7) 調査の記録・提出 
採捕確認調査数の記録は、午前 8 時から午後 6 時（日出日没調査時は午前 6 時から午後 8

時）まで、2時間おきに稚アユ遡上個体数（陸側川側別の採捕数）、他魚種（陸側川側別の採

捕数）、環境（気温、水温、天気）を記録した。また、午前 8時に流速・水深（流速 6点、水

深 3点）を記録した。 

採捕された魚類は、稚アユは 30 尾まで、その他魚種は各 1尾程度について、全長・体重を

測定し記録した。 

なお、当日のアユの遡上尾数等の調査結果については、速報として翌日の午前 9 時までに

監督員にメールで報告した。 
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4-4. 現地調査の留意事項 

(1) 稚アユ等の採補尾数確認 
① 稚アユ等の取扱いは擦れによる損傷や、酸欠による死に至らないよう注意して行っ

た。また、使用した器具等については、魚体を傷つけないもの、収容力の大きい容

器を選定した。 

 
② うけにより採捕された稚アユの個体数の計数は、一網あたりの採捕数が概ね 500 尾

以下の場合はカウンター等による直接計数、概ね 500 尾以上の場合は重量測定によ

る換算（総重量÷個体あたりの平均重さ＝換算個体数）による計数とし、稚アユの

採捕による確保時間の短縮を図った（空中暴露時間 30 秒以内、全計測工程 10 分以

内を目標）。 

アユは尾数等確認後、速やかに魚道上流に放流した。 

 

 
採捕されたアユは水から出さず、魚体を傷つけないラバ

ーネットで掬った。 

 
アユは移し替えによる擦れや時間短縮を図るため、水を

入れたバケツにアユごとラバーネットを乗せ、重量を計

測した。 

 
採捕数が少ない場合は、カウンターを用いて計数した。

 
アユは魚道上流（出口）に放流した。 

（採捕後 10 分以内に放流を目標とした。） 

図 4-4-1 稚アユ計測状況 
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③ 採捕魚の計測は、アユは無作為に 1日 30 尾、そのほかの魚類は 1日あたり 1尾程度

を目安に全長（TL)と体重（湿重量）を測定した。計測単位は全長では 0.1 ㎝単位・

体重は 0.1ｇ単位（ニゴイ等の大型の個体は 1g 単位）とした。 

 

 
魚体の計測においては、ジッパー付きビニール袋に稚ア

ユを入れ計測をしやすい状況で、手早く行った。 

図 4-4-2 体長の計測 
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6. 現地調査結果 
6-1. 昼間及び日出日没調査 

(1) 確認魚種 

利根大堰 1号魚道において 4月 21 日から 5月 31 日まで 41 日間連続で実施した。なお、調

査最終日の調査終了時においても多くの遡上が確認されており、調査終了後も稚アユの遡上

が継続しているものと推定される。 

本調査による確認種は魚類 17 種であり、このうち回遊魚は 4種である。重要種は、ゲンゴ

ロウブナ、ハス、マルタ、カマツカ、スゴモロコ、ニッコウイワナ、サクラマス(銀)の 7 種

であった。表 5-2-1 に、平成 24 年度及び平成 25 年度の確認種及び個体数を示した。 

採捕個体数をみると最も個体数が多かった種はアユで、採捕数は 17,282 尾で全体の 99％

を占めた。アユ以外で採捕数が多かった種はオイカワ、マルタ、ウグイ、ニゴイなどであっ

た。 

表 6-1-1 確認種及び個体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表 6-1-2 重要種の選定区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 評 価 基 準

「環境省版レッドリスト2013 2)」（環境省，2013年）に選定された種

EX：絶滅 EW：野生絶滅  CR：絶滅危惧ⅠA類 EN：絶滅危惧ⅠB類 VU：絶滅危惧Ⅱ類

NT：準絶滅危惧 DD：情報不足 LP：地域個体群

「埼玉県レッドデータブック（動物編）3)」(埼玉県，2008年)に記載された種

絶滅(EX)：本県ではすでに絶滅したと考えられる種

野生絶滅(EW)： 飼育・栽培下でのみ存続している種

絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)：絶滅の危機に瀕している種

絶滅危惧ⅠＡ類(CR)：ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの

絶滅危惧ⅠＢ類(EN)：ⅠA類ほどでないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの

絶滅危惧Ⅱ類(VU)：絶滅の危機が増大している種

準絶滅危惧種(NT)：存続基盤が脆弱な種

NT1：環境条件の変化によって容易に絶滅危惧に移行しうる属性を本来有しているもの

NT2：生息状況の推移から見て、種の存続への圧迫が高まっていると判断されるもの

情報不足(DD)：評価するだけの情報が不足している種評価するだけの情報が不足している種

絶滅のおそれがある地域個体群(LP)：地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの

地帯別危惧(RT)：地帯別に見たときに存続基盤が脆弱な種

「群馬県の絶滅のおそれのある野生動物リスト4)」(群馬県，2012年)に記載された種

絶滅(EX)：わが国ではすでに絶滅したと考えられる種

野生絶滅(EW)： 飼育・栽培下でのみ存続している種

絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)：絶滅に瀕している種

絶滅危惧ⅠＡ類(CR)：ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの

絶滅危惧ⅠＢ類(EN)：ⅠA類ほどでないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの

絶滅危惧Ⅱ類(VU)：絶滅の危機が増大している種

準絶滅危惧種(NT)：存続基盤が脆弱な種

情報不足(DD)：評価するだけの情報が不足している種評価するだけの情報が不足している種

環境省RL

埼玉県RB

群馬県RL

環境
省RL

埼玉
県RB

群馬
県RL

平成24年度 平成25年度

1 コイ目 コイ科 コイ Cyprinus carpio 純淡水魚 1 1
2 ゲンゴロウブナ Carassius cuvieri 純淡水魚 EN 2 2
3 ギンブナ Carassius auratus langsdorfii 純淡水魚 13 1
4 ハス Opsariichthys uncirostris 純淡水魚 VU - 1
5 オイカワ Zacco platypus 純淡水魚 19 46
6 カワムツ Nipponocypris temminckii 純淡水魚 - 4
7 アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri 純淡水魚 22 2
8 マルタ Tribolodon brandti 回遊魚 NT2 VU 16 13
9 ウグイ Tribolodon hakonensis 回遊魚 32 18
10 カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus 純淡水魚 NT 7 6
11 ニゴイ Hemibarbus barbus 純淡水魚 106 57
12 スゴモロコ Squalidus chankaensis biwae 純淡水魚 VU 140 4
13 サケ目 アユ科 アユ Plecoglossus altivelis altivelis 回遊魚 101,471 17,282
14 サケ科 ニッコウイワナ Salvelinus Richardson 純淡水魚 DD NT - 1
15 ニジマス Oncorhynchus mykiss 回遊魚 1 -
16 サクラマス(銀) NT NT1 NT 11 6
17 ヤマメ NT NT1 NT 2 -
18 スズキ目 サンフィッシュ科オオクチバス Micropterus salmoides 純淡水魚 特定外来生物 - 2
19 コクチバス Micropterus dolomieu 純淡水魚 特定外来生物 1 3
20 エビ目 モクズガニ科 モクズガニ Eriocheir japonicus （回遊） 2 -

101,846 17,449
※赤文字は平成24年度は採捕されなかったが、平成25年度調査では採捕された魚種である。
※青文字は平成24年度は採捕されたが、平成25年度調査では採捕されなかった魚種である。
※埼玉県RBには今回の調査地である「中川・加須低地」のカテゴリーを記載した。

Oncorhynchus masou masou 回遊魚

個体数合計

No 目 科 種名 学名 回遊型
個体数合計（尾）重要種

特定外来生物
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表 6-1-3 アユ及びその他魚類遡上数一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼間
日出
日没

全長(cm) 体重(g)
コ
イ

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ

ギ
ン
ブ
ナ

ハ
ス

オ
イ
カ
ワ

カ
ワ
ム
ツ

ア
ブ
ラ
ハ
ヤ

マ
ル
タ

ウ
グ
イ

カ
マ
ツ
カ

ニ
ゴ
イ

ス
ゴ
モ
ロ
コ

ニ

ッ
コ
ウ
イ
ワ
ナ

サ
ク
ラ
マ
ス

オ
オ
ク
チ
バ
ス

コ
ク
チ
バ
ス

4/21 曇 0 - 0 0 - - 8.3
4/22 晴 0 - 0 0 - - 5.9 1
4/23 曇 0 - 0 0 - - 9.0
4/24 雨 0 - 0 0 - - 11.0 1 1
4/25 晴 0 - 0 0 - - 10.2 1 1
4/26 曇ときどき雨 2 9 0 11 11 8.5 5.2 12.0 1 3 4 1
4/27 晴 2 - 2 13 8.9 5.0 10.7 1
4/28 晴 2 - 2 15 8.8 3.9 10.5
4/29 晴 956 - 956 971 8.9 4.4 10.7
4/30 曇 3 - 3 974 8.8 4.5 11.2 1
5/1 晴 117 - 117 1,091 8.8 4.6 11.0 1
5/2 晴 366 254 0 620 1,711 8.9 4.0 10.7 2
5/3 晴 84 - 84 1,795 9.0 4.8 10.3
5/4 晴 105 - 105 1,900 8.3 3.8 10.9
5/5 晴 158 - 158 2,058 8.9 5.6 11.4 2 1
5/6 晴 220 - 220 2,278 8.9 4.4 12.0 1
5/7 晴 3 - 3 2,281 9.9 8.5 11.4 1 5 1 1
5/8 晴 1 - 1 2,282 8.6 5.8 10.0
5/9 晴 8 - 8 2,290 8.6 4.5 11.7

5/10 晴のち曇 127 267 5 399 2,689 8.9 4.9 12.9 9 1 18
5/11 雨 334 - 334 3,023 7.7 3.0 12.6 1 2 1
5/12 晴 395 - 395 3,418 8.4 4.4 12.1 1 2 8
5/13 曇 300 - 300 3,718 8.3 4.0 14.1 1 1 1 2
5/14 晴 1,054 - 1,054 4,772 8.5 4.2 14.5 1
5/15 晴 835 - 835 5,607 7.8 2.8 15.1 1 1 1 1
5/16 晴 716 - 716 6,323 7.4 3.7 15.2 4 1 1
5/17 晴 1,446 - 1,446 7,769 7.8 4.1 14.9 2 1 1
5/18 晴 1,107 123 5 1,235 9,004 7.9 3.2 14.8 5 2 2 1 1
5/19 晴のち曇 371 - 371 9,375 8.0 3.7 15.4 1
5/20 曇 7 - 7 9,382 7.3 2.4 14.2 15
5/21 曇のち晴 688 - 688 10,070 8.5 3.9 15.5 1 1
5/22 晴 1,055 - 1,055 11,125 8.3 4.5 16.6 1 1 1
5/23 晴 926 - 926 12,051 9.1 6.2 16.6 2 4
5/24 晴 755 - 755 12,806 9.2 5.5 15.4 1 1 1 1
5/25 晴 143 149 5 297 13,103 8.4 5.2 14.8 6 2 4 1
5/26 晴 379 - 379 13,482 8.9 5.8 15.1 2 1
5/27 晴 932 - 932 14,414 8.6 4.7 16.3 5 1
5/28 曇 373 - 373 14,787 9.5 9.6 15.6 4 1 1
5/29 雨 27 - 27 14,814 9.1 5.7 14.6 1
5/30 雨 0 - 0 14,814 - - 13.6 1
5/31 晴 2,468 - 2,468 17,282 10.4 8.1 15.6 1

遡上数合計 - 16,465 802 15 17,282 - - - - 1 2 1 1 46 4 2 13 18 6 57 4 1 6 2 3
※水温は正午の値を示す。

アユ計測平均値

水温(℃)

魚種
うけ調査

底
生
魚
調
査

調査日 天気

アユ遡上数（1号魚道・個体）

遡
上
数
合
計
(日)

遡
上
数
累
計
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(3) アユの計測結果 
採捕したアユの計測結果の概要を以下に示す。 

本調査で採捕されたアユのうち、833 尾を計測した。 

採捕したアユの体長は5.7cmから 13.8cmの範囲、体重は1.2gから 20.0gの範囲にあった。 

表 6-1-5 アユ計測結果概要 

 

 

 

 

 

 

最小 最大 平均 最小 最大 平均
4月26日 11 6.8 ～ 9.8 8.5 2.0 ～ 8.0 5.2
4月27日 2 8.5 ～ 9.3 8.9 4.0 ～ 6.0 5.0
4月28日 2 8.7 ～ 8.8 8.8 2.0 ～ 5.7 3.9
4月29日 30 7.8 ～ 10.3 8.9 1.9 ～ 6.9 4.4
4月30日 3 8.4 ～ 9.3 8.8 3.0 ～ 6.2 4.5
5月1日 30 7.5 ～ 10.6 8.8 2.6 ～ 8.5 4.6
5月2日 30 7.2 ～ 10.1 8.9 2.0 ～ 6.6 4.0
5月3日 30 7.9 ～ 10.6 9.0 3.4 ～ 7.1 4.8
5月4日 30 7.2 ～ 9.4 8.3 2.0 ～ 6.0 3.8
5月5日 30 7.6 ～ 12.2 8.9 2.6 ～ 11.3 5.6
5月6日 30 7.2 ～ 12.8 8.9 1.9 ～ 15.5 4.4
5月7日 3 8.2 ～ 12.5 9.9 5.0 ～ 13.4 8.5
5月8日 1 8.6 ～ 8.6 8.6 5.8 ～ 5.8 5.8
5月9日 8 7.6 ～ 9.6 8.6 2.4 ～ 10.6 4.5

5月10日 30 7.3 ～ 11.7 8.9 2.7 ～ 10.6 4.9
5月11日 30 6.7 ～ 9.1 7.7 1.8 ～ 4.6 3.0
5月12日 30 6.7 ～ 12.1 8.4 1.4 ～ 15.4 4.4
5月13日 30 6.7 ～ 11.3 8.3 1.4 ～ 9.2 4.0
5月14日 30 6.5 ～ 10.6 8.5 1.6 ～ 7.5 4.2
5月15日 30 6.4 ～ 10.1 7.8 1.4 ～ 5.5 2.8
5月16日 30 6.0 ～ 10.8 7.4 1.2 ～ 10.5 3.7
5月17日 30 6.2 ～ 11.2 7.8 1.2 ～ 9.5 4.1
5月18日 30 6.7 ～ 11.3 7.9 1.5 ～ 8.2 3.2
5月19日 30 5.7 ～ 11.2 8.0 1.5 ～ 10.4 3.7
5月20日 6 6.6 ～ 8.8 7.3 1.2 ～ 4.1 2.4
5月21日 30 6.8 ～ 12.3 8.5 1.4 ～ 11.7 3.9
5月22日 30 6.8 ～ 12.3 8.3 2.0 ～ 12.4 4.5
5月23日 30 6.5 ～ 13.6 9.1 2.1 ～ 20.0 6.2
5月24日 30 6.6 ～ 13.8 9.2 2.0 ～ 18.2 5.5
5月25日 30 6.4 ～ 10.7 8.4 2.3 ～ 8.5 5.2
5月26日 30 6.5 ～ 11.3 8.9 2.3 ～ 9.7 5.8
5月27日 30 7.1 ～ 11.2 8.6 2.3 ～ 10.8 4.7
5月28日 30 6.5 ～ 13.5 9.5 3.8 ～ 18.0 9.6
5月29日 17 7.5 ～ 11.5 9.1 2.1 ～ 11.6 5.7
5月31日 30 7.6 ～ 13.6 10.4 2.7 ～ 17.0 8.1

合計 833 5.7 ～ 13.8 - 1.2 ～ 20.0 -

調査日
全長（TL)cm 体重（湿重量）g

計測個体数

※5月 20 日、26 日は計測前に稚アユが数匹逃げたため計測個体数が採捕個体数と異なっている。
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6-2. 底生魚調査結果 

底生魚調査の結果を表 6-2-1 に示す。 

底生魚採捕用うけによって採捕された魚類は合計 10 種 51 尾であったが、底生魚は採捕さ

れなかった。 

確認個体数の多くはニゴイであり 18 尾が確認された。 

表 6-2-1 底生魚調査の採捕結果 

 
 

 
 

4月26日 5月2日 5月10日 5月18日 5月25日
1 オイカワ - - - 1 5 6
2 カワムツ - - - 1 - 1
3 マルタ 1 - 2 - - 3
4 ウグイ 1 - 1 - 2 4
5 ニゴイ 3 - 10 2 3 18
6 スゴモロコ - - - 1 - 1
7 アユ - - 5 5 5 15
8 サクラマス(銀) - - - - 1 1
9 オオクチバス 1 - - - - 1
10 コクチバス - - - 1 - 1

4 0 4 6 5 10
6 0 18 11 16 51

合計NO.

種類数合計
個体数合計

日付別捕獲数(個体)
種名
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(3) 写真撮影結果 
a） 稚アユの遡上状況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

うけの採捕状況（4月 29 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察窓内のアユの遡上状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アユの遡上状況１（ジャンプアップ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アユの遡上状況２（ジャンプアップ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アユの採捕状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均的なアユの体長 
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b） 採捕魚一覧写真 
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ゲンゴロウブナ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギンブナ 
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オイカワ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カワムツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アブラハヤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マルタ 
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ウグイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カマツカ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニゴイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スゴモロコ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アユ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニッコウイワナ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サクラマス(銀) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオクチバス 
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コクチバス 
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7. 調査結果とりまとめ 

7-1. 利根大堰流下量と稚アユ遡上数との関係 

利根大堰流下量と稚アユ遡上数を次頁に示す。 
調査期間中の流下量をみると、4 月 21 日から 5 月 31 日までの全ての調査日において 200

ｍ3以下で安定傾向を示したため、稚アユの遡上数と放流量との間には、関連性は認められな

かった。 
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図 7-1-1 利根大堰総流下量と稚アユ遡上数（その１ 4/21-5/10） 
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図 7-1-2 利根大堰総流下量と稚アユ遡上数（その 2 5/11-5/31） 
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7-2. 利根大堰下流水位及び濁度と稚アユ遡上量との関係 

利根大堰下流水位及び濁度を表 7-2-1 に利根大堰下流水位及び濁度と稚アユ遡上数を図 

7-2-1、図 7-2-2 に示す。 

調査期間中の堰下流水位をみると、4 月 21 日から 5 月 31 日までの全ての調査日において

20TP.m 以下で安定傾向を示したため、稚アユの遡上数と堰下流水位との間には、関連性は認

められなかった。 

また、調査期間中の濁度をみても、4 月 21 日から 5 月 31 日までの全ての調査日において

15mg/L 以下で安定傾向を示したため、稚アユの遡上数と濁度との間には、関連性は認められ

なかった。 

表 7-2-1 利根大堰下流水位及び濁度 

 
 
 

調査日 堰下流水位(TP.m) 濁度（mg/L）
4月21日 19.897 7.9
4月22日 19.838 8.7
4月23日 19.704 5.4
4月24日 19.691 4.7
4月25日 19.812 6.8
4月26日 19.830 7.0
4月27日 19.798 8.4
4月28日 19.793 7.1
4月29日 19.774 6.3
4月30日 19.801 5.8
5月1日 19.819 6.4
5月2日 19.799 7.2
5月3日 19.779 6.0
5月4日 19.795 5.6
5月5日 19.800 6.0
5月6日 19.800 5.9
5月7日 19.804 13.4
5月8日 19.782 7.6
5月9日 19.797 6.2
5月10日 19.813 6.1
5月11日 19.831 6.0
5月12日 19.874 6.8
5月13日 19.826 6.2
5月14日 19.823 5.7
5月15日 19.813 5.5
5月16日 19.818 5.8
5月17日 19.817 6.7
5月18日 19.791 6.3
5月19日 19.806 6.6
5月20日 19.825 6.2
5月21日 19.833 6.8
5月22日 19.820 6.5
5月23日 19.797 6.8
5月24日 19.796 7.8
5月25日 19.800 7.5
5月26日 19.790 7.4
5月27日 19.787 7.4
5月28日 19.790 8.2
5月29日 19.790 8.3
5月30日 19.800 8.4
5月31日 19.873 13.2





 
 

36

 
7-3. 時間別のアユ遡上数 

時間別のアユ遡上数を表 7-3-1、図 7-3-1 に示す。 

調査期間における（平成 25 年 4 月 21 日から 5月 31 日）の一日あたりの稚アユ遡上数を時

間帯別にみると、最も多く遡上が確認された時間帯は 14：00-16：00 であり全体の 20.9％

（117.8 尾）を占め、次いで、18：00-20：00 の 17.6％（98.8 尾）、12：00-14：00 の 16.1％

（90.7 尾）と続いた。最も遡上数が少なかった時間帯は、8：00-10：00 の 4.7％（26.2 尾）

であった。 

 

表 7-3-1 時間別のアユ遡上数 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-3-1 時間別のアユ遡上数 
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6：00
-8：00

8：00
-10：00

10：00
-12：00

12：00
-14：00

14：00
-16：00

16：00
-18：00

18：00
-20：00

実測数 310 1,075 3,628 3,720 4,830 3,225 494
調査日数 5 41 41 41 41 41 5
一日あたりの遡上数(尾) 62.0 26.2 88.5 90.7 117.8 78.7 98.8
割合（％） 11.0% 4.7% 15.7% 16.1% 20.9% 14.0% 17.6%
※調査期間の魚道出口うけ及び底生魚調査の合計数

調査時間帯
うけ遡上数※

（個体）
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8-3. 肥満度の経時的変化 

アユ肥満度の経時的推移を図 8-3-1 に示す。 

調査期間中に計測した稚アユ（30 尾／日）の全長と体重から算出した肥満度（CF：コンデ

ィションファクター）の推移は、遡上盛期であった 5 月中旬以降から増加する傾向が認めら

れた。 

なお、肥満度は、本来は標準体長と体重から算出するが、本調査においては魚体への影響

を軽減するため大きさの計測は全長による記録を行っていることから、肥満度を、(体重 g

／全長３cm)×1000 により計算した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-3-1 アユ肥満度の経時的推移 
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8-4. 天候 

天候と稚アユ遡上数の関係性を表 8-4-1、図 8-4-1 に示す。 

日中調査における遡上量と、天候との関連を整理した。 

天候と遡上数の関係をみると、一日あたりのアユの遡上個体数は晴れの日が 508 尾、曇り

の日が 172 尾、雨の日が 90 尾であり、3区分の天候のうち、晴れの日の遡上数が最も増加す

る傾向を示した。 

 

 

 

表 8-4-1 天候と遡上数の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-4-1 天候別の遡上個体数（1日あたりに換算） 

晴れ 曇り 雨
日数(日） 29 8 4
日中調査遡上個体数（個体） 14731 1373 361
一日あたりの遡上数（個体） 508 172 90
※天候は日中調査時における天候とした。

日中調査時の天候※
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・参考資料 「平成 23 年 アユマップ対象河川情報」 出典 国土交通省 
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